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〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
黒
１
、
３
の
好

手
段
で
、
白
の
一
部
分
を

取
っ
て
生
き
ま
す
。

（
７
分
で
二
、
三
段
以
上
）
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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

倍
政
権
や
日
本
経
団
連
に
苦

言
を
呈
し
、
積
極
的
に
執
筆

活
動
を
展
開
▼
米
国
型
「
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
や
市
場
万

能
主
義
を
批
判
、
小
泉
「
構

造
改
革
」
や
安
倍
「
成
長
戦

略
」
を
「
誰
の
た
め
の
改
革
、

成
長
か
」
と
斬
る
▼
「
日
本

と
米
国
は
価
値
観
が
違
う
。

平
和
憲
法
を
持
ち
、
戦
争
を

し
な
い
国
と
、
絶
え
ず
戦
争

を
す
る
国
の
価
値
観
が
同
じ

の
は
ず
が
な
い
」
と
断
じ
る

▼
法
人
税
減
税
・
消
費
税
増

税
、
教
育
改
革
、
憲
法
「
改

正
」
等
、
経
団
連
要
望
の
集

大
成
で
あ
る
「
御
手
洗
ビ
ジ

ョ
ン
」
に
対
し
、
「
お
ね
だ

り
す
る
の
は
経
済
団
体
で
は

な
い
。
政
治
は
市
民
の
も
の
。

企
業
社
会
の
た
め
で
は
国
民

の
不
信
を
招
く
。
い
ま
の
財

界
は
節
度
を
忘
れ
て
い
る
」
。

主
張
は
明
快
だ
。 財

界
長
老
の

品
川
正
治
さ

ん
（
82
歳
）
、

経
済
同
友
会

の
終
身
幹
事

と
し
て
、
安

「
公
務
員
制
度
改
革
」
を

「
教
育
改
革
」
「
社
会
保
険
庁

改
革
」
と
あ
わ
せ
三
つ
の
矢

（
中
川
幹
事
長
）
と
し
、
改

革
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
方

向
で
政
府
・
自
民
党
の
協
議

は
山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

渡
辺
行
革
担
当
相
は
さ
る

８
日
、
①
能
力
と
業
績
の
評

価
に
も
と
づ
く
昇
進
・
昇
給

制
度
の
導
入
、
「
勤
務
成
績

不
良
の
公
務
員
へ
の
厳
正
な

対
処
」
、
②
各
省
庁
の
天
下

り
あ
っ
せ
ん
を
禁
止
し
、

「
人
材
バ
ン
ク
」
に
移
行
す

る
、
③
憲
法
で
保
障
さ
れ
た

労
働
三
権
問
題
は
先
送
り
す

る
、
こ
と
を
主
な
柱
と
し
た

「
案
」
を
自
民
党
に
提
示
し

ま
し
た
。

「
能
力
・
業
績
」
を
評
価

し
て
賃
金
を
決
め
る
仕
組
み

に
変
え
、
信
賞
必
罰
の
人
事

目標管理による税取り競争は必至

は
密
接
な
関
係
に
あ
る
企
業

へ
の
天
下
り
を
禁
じ
て
い
る

だ
け
）
―
―
昨
年
、
「
現
行

の
規
制
さ
え
な
く
し
、
不
正

な
働
き
か
け
な
ど
問
題
行
為

だ
け
を
取
り
締
ま
る
」
方
針

を
出
し
、
こ
れ
が
「
天
下
り

の
野
放
し
」
と
批
判
さ
れ
た

た
め
、
あ
っ
せ
ん
行
為
の
一

部
を
禁
止
す
る
方
向
に
転
換

し
た
も
の
。

今
回
禁
止
す
る
の
は
「
予

算
や
権
限
を
背
景
と
し
た
押

し
付
け
的
あ
っ
せ
ん
」
で
、

あ
っ
せ
ん
す
る
の
が
省
庁
か

ら
「
人
材
バ
ン
ク
」
に
代
わ

る
だ
け
で
す
。
禁
止
時
期
も

不
明
確
な
ま
ま
で
す
。

そ
れ
で
も
、
「
身
内
か
ら

の
反
対
意
見
を
切
り
捨
て
る

渡
辺
担
当
相
の
言
動
に
対

し
、
相
次
い
で
苦
言
を
呈
す

る
場
面
も
あ
る
」
な
ど
、
政

府
・
自
民
党
内
の
矛
盾
は
深

ま
っ
て
い
ま
す
。

を
強
化
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
①
結
果
が
数
字
に
表
わ

れ
る
「
業
績
評
価
」
に
な
じ

み
や
す
い
税
務
の
職
場
で

は
、
目
標
管
理
の
徹
底
に
よ

っ
て
ノ
ル
マ
主
義
・
税
取
り

競
争
・
上
意
下
達
主
義
が
ま

ん
延
し
て
税
務
行
政
が
歪
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
②
信

賞
必
罰
人
事
の
結
果
、
新
た

な
差
別
・
選
別
人
事
が
必
至

と
な
り
、
降
格
や
免
職
も
乱

発
・
横
行
し
、
③
「
弱
者
」

切
り
捨
て
、
過
労
死
や
心
神

喪
失
、
中
途
退
職
な
ど
殺
伐

と
し
た
職
場
、
労
働
強
化
と

不
安
定
な
労
働
環
境
を
つ
く

り
だ
す
こ
と
は
必
至
で
す
。

「
各
省
庁
が
企
業
に
受
け

入
れ
さ
せ
、
見
返
り
に
仕
事

を
回
す
な
ど
政
官
癒
着
の
温

床
」
と
の
批
判
が
強
い
天
下

り
（
現
在
、
退
職
後
２
年
間

渡
辺
行
革
担
当
相
の
「
公
務
員
制
度
改
革
案
」
を
斬
る

こ
の
制
度
は
非
正
規
職
員
も

含
め
た
全
労
働
者
に
適
用
さ

れ
、
生
活
保
障
の
最
低
限
の

安
全
網
で
す
。

全
労
連
や
連
合
は
「
だ
れ

で
も
時
給
１
０
０
０
円
以

上
」
を
要
求
し
、
最
低
賃
金

に
最
も
影
響
を
受
け
る
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
非
正

規
労
働
者
の
賃
金
底
上
げ
を

求
め
、
政
府
交
渉
、
労
使
交

渉
を
強
め
て
き
ま
し
た
。

従
来
、
最
低
賃
金
は
「
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
生
活
費
と

賃
金
、
使
用
者
の
支
払
能
力

と
い
う
三
要
素
」
を
も
と
に

決
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
閣
議
決
定
で
は
、

生
計
費
を
ま
か
な
え
な
い
低

水
準
に
あ
る
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
に
つ
な
が
る
「
生
活

保
護
と
の
整
合
性
に
配
慮
す

る
」
原
則
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

「
全
国
ど
こ
で
も
生
活
保

護
を
上
回
る
最
低
賃
金
の
底

上
げ
」
に
結
実
さ
せ
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
き
ま

す
。政

府
案
で
は
、
「
就
業
規

則
の
不
利
益
変
更
は
労
働
者

の
合
意
が
な
け
れ
ば
で
き
な

い
」
と
し
つ
つ
、
「
不
利
益

の
程
度
、
変
更
の
必
要
性
、

変
更
後
の
内
容
の
相
当
性
、

労
働
組
合
等
と
の
交
渉
の
状

況
な
ど
に
照
ら
し
て
合
理
的

な
ら
合
意
が
な
く
て
も
認
め

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

「
就
業
規
則
を
用
い
た
使

用
者
の
一
方
的
変
更
方
法
だ

け
が
法
文
化
さ
れ
る
も
の

で
、
契
約
原
理
に
死
を
宣
告

す
る
も
の
」
（
労
働
法
学
者

に
よ
る
昨
年
12
月
の
緊
急
声

明
）

「
成
果
主
義
の
導
入
な
ど
、

経
営
効
率
を
上
げ
る
た
め
の

変
更
は
合
理
的
と
の
判
断
に

陥
り
や
す
く
、
将
来
的
に
は

組
合
を
退
化
さ
せ
る
」
（
道

幸
北
大
教
授
）
も
の
で
、
一

方
的
な
変
更
条
項
の
削
除
を

求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。

残
業
に
つ
い
て
割
増
率
を

50
％
以
上
と
す
る
」
こ
と
が

柱
で
、
「
月
45
時
間
、
年
３

６
０
時
間
」
が
目
安
に
な
っ

て
い
る
現
在
の
残
業
上
限
を

法
的
に
規
制
す
る
内
容
と
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
全
労
連
や
連
合
が
、

す
べ
て
の
残
業
割
増
率
を
諸

外
国
並
の
50
％
に
引
上
げ
る

よ
う
要
求
し
て
い
る
の
に
対

し
、
①
厚
労
省
は
当
初
、

「
月
30
時
間
以
上
で
50
％
」

時
間
を
こ
え
て
初
め
て
割
増

率
を
50
％
へ
と
後
退
、
③
し

か
も
、
民
間
労
働
者
の
８
割

を
占
め
る
中
小
企
業
に
は

「
当
分
の
間
」
適
用
さ
れ
な

い
も
の
で
、
そ
の
実
効
性
は

極
め
て
不
透
明
で
す
。

最
低
賃
金
制
度
は
、
賃
金

の
最
低
額
を
国
が
決
め
、
そ

れ
を
下
回
る
金
額
で
雇
用
す

る
こ
と
を
禁
じ
る
も
の
で
、

政
府
は
13
日
、
①
長
時
間

残
業
の
割
増
賃
金
を
引
上
げ

る
労
働
基
準
法
の
一
部
改

正
、
②
最
低
賃
金
法
改
正
、

③
雇
用
の
ル
ー
ル
を

定
め
る
労
働
契
約
法

の
３
法
案
を
閣
議
決

定
し
、
国
会
に
提
出

し
ま
し
た
。

労
基
法
改
正
案
は
、

「
長
時
間
労
働
に
歯
止

め
を
か
け
る
と
し
て
、

月
80
時
間
を
超
え
る

80
時
間
超
で

労
基
法
改
正
案

最
低
賃
金
法
改
正
案

労
働
契
約
法
案

を
提
案
、
②
し

か
し
、
使
用
者

側
の
反
対
に
押

さ
れ
、
閣
議
決

定
は
「
過
労
死

ラ
イ
ン
」
の
80

自動車、電機など製造大手の回答は、
要求額に及ばなかったものの昨年に続
いて有額回答（一時金では満額近い回
答）を引き出しました。電機連合では、
全体として時給を1000円水準に近づ
け、賃金底上げと格差是正を図る力を
手にしました。
また、全労連などでつくる国民春闘

共闘委員会が14日までに引き出した
回答は、多くの職場で昨年の初回回答
を上回っています。しかし、「切実な
要求からかけ離れた極めて不当な低額
回答」「(業績にかかわらず)職場は大
変で忙しい。労働者の頑張りに応えて
いない」と怒りの声が広がっており、
回答の上積みや引き出しなどを求めて
います。
07春闘は、「貧困と格差拡大」が社

対
政
府
、
人
事
院
交
渉
を
強
化

会問題となるなか、政府でさえ財界
側に賃上げを求めるなど賃金引き上
げは国民的課題となっていました。
全労連や連合は、中小企業やパー

ト労働者等への波及効果の大きい月
例賃金の引き上げを重視して、労使
交渉に臨んできました。
しかし、日本経団連は「国際競争

力強化が最重要課題であり、一律の
ベースアップはありえない」、大手
各社とも「業績反映は一時金で」と
の主張を繰り返すなど、不当な姿勢
に終始しました。
また、基本給の改善を拒否する電

機大手の労使交渉では、子育て支援
手当など組合員一律に支給されない
「賃全体系是正分」で妥結するなど、
今後に問題を残しました。

国

公

労

連
・
全
国
税

は
、
民
間
春

闘
の
最
初
の

山
場
を
迎
え

た
14
日
、
総

務
省
・
人
事

院
と
交
渉
を

実
施
。

「
追
い
風

と
も
言
え
る

状
況
を
踏
ま

え
、
政
府
の
前
向
き
な
回
答
」

を
促
し
ま
し
た
。

総
務
省
側
は
、
賃
金
改
善

関
係
で
は
①
従
来
同
様
、
人

勧
制
度
尊
重
の
基
本
姿
勢
の

下
、
国
政
全
般
と
の
関
連
を

考
慮
し
つ
つ
、
適
切
な
給
与

水
準
と
な
る
よ
う
対
処
、
②

常
勤
職
員
の
給
与
改
定
を
適

切
に
行
う
こ
と
を
通
じ
、
非

常
勤
職
員
の
給
与
も
適
切
に

措
置
さ
れ
る
も
の
と
回
答
。

ま
た
、
勤
務
時
間
関
係
で

は
、
「
昨
年
の
人
事
院
報
告

に
お
い
て
必
要
な
検
討
を
進

め
る
と
さ
れ
て
お
り
、
人
事

院
の
検
討
状
況
を
注
視
し
て

い
き
た
い
」
と
回
答
。

人
事
院
と
の
交
渉
で
は
、

「
職
員
は
、
こ
の
間
の
賃
金

抑
制
か
ら
何
と
か
脱
却
し
た

い
と
の
期
待
感
が
強
く
、
こ

の
声
に
応
え
る
前
向
き
な
姿

勢
」
を
促
し
ま
し
た
。

人
事
院
側
は
、
「
社
会
的

に
厳
し
い
目
が
あ
る
中
で
ど

う
工
夫
し
、
上
手
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
え
る
か
、
勧
告
に

向
け
て
さ
ら
に
考
え
て
い
き

た
い
」
と
回
答
。

週
所
定
勤
務
時
間
の
短
縮

に
つ
い
て
は
、
「
短
縮
が
各

府
省
庁
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

与
え
る
影
響
等
に
つ
い
て
も

分
析
し
、
引
き
続
き
民
間
の

動
向
把
握
を
行
う
」
と
従
来

の
回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
職
場
は
悲
鳴

を
上
げ
て
い
る
実
態
を
告
発

し
、
「
政
府
・
人
事
院
は
危

機
感
を
持
っ
て
対
処
す
べ
き

だ
」
と
通
告
し
ま
し
た
。

◇社会的責任に背を向けた財界・大企業◇

国
公
労
連

全
国
税

労働法国会
残
業
代

割
増
率契

約

原

理

に

死

宣

告

す

る

過
労
死
ラ
イ
ン
の

50
％

労
働
契
約
法

労働基本権問題は先送り 「人材バンク」で天下り斡旋

結果が数字に表れる「業績評価」になじみやすい税務の職場では
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職
場
か
ら
一
句

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

・
人
減
ら
し
　
サ
ー
ビ
ス

減
ら
す
　
一
元
化

（
管
理
職
員
）

・
仕
事
量
　
増
え
て
も
人

は
　
減
る
ば
か
り

（
苦
労
人
）

・
パ
ソ
コ
ン
が
　
で
き
な

い
職
員
　
粗
大
ゴ
ミ

（
技
術
音
痴
）

・
命
令
も
　
出
さ
ず
に

残
業
　
黙
認
し

（
ダ
メ
管
理
職
）

・
年
休
を
　
取
り
た
い
け

れ
ど
も
　
人
手
な
し

（
小
規
模
職
員
）

・
時
間
な
し
　
弁
当
食
べ

る
　
昼
休
み（

ほ
か
弁
党
）

・
給
与
下
げ
　
国
の
言
い

な
り
　
人
事
院

（
怒
り
新
党
）

続
け
て
い
い
の
か
！

ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー

【
千
葉
県
支
部
】

・
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
設
置

の
Ｅ
署
で
納
税
者
が
気
持

ち
が
悪
く
な
り
救
急
車
で

運
ば
れ
た
。

・
忘
れ
物
が
多
発
し
て
い

る
。
Ｆ
署
で
は
、
カ
ウ
ン

タ
ー
に
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
を

置
き
忘
れ
盗
難
に
遭
い
警

察
が
見
分
に
来
た
。

・
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
の
相

談
会
場
を
見
て
「
何
で
立

っ
て
書
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
」
と
叫
ぶ
女
性
。

「
い
え
、
座
る
席
も
あ
り

ま
す
か
ら
」
と
入
り
口
か

ら
は
見
え
な
い
着
座
席
に

も
ら
う
し
か
な
い
と
…
。

で
も
こ
れ
が
真
実
。
賃
下

げ
や
拘
束
時
間
延
長
で
苦

し
め
ら
れ
る
私
た
ち
も
、

選
挙
で
考
え
な
い
と
…
。

全
国
で
も
突
出

オ
フ
ラ
イ
ン
版
１
２
０
台

【
北
海
道
地
連
】

今
年
、
札
幌
北
署
に
導

入
さ
れ
た
オ
フ
ラ
イ
ン
版

パ
ソ
コ
ン
は
何
と
１
２
０

台
と
全
国
で
も
突
出
。
２

月
２
日
の
長
官
交
渉
で
、

長
官
は
「
庁
の
施
策
で
は

な
い
」
。
し
か
し
、
会
計

課
長
は
庁
の
予
算
づ
け
を

認
め
ま
し
た
。
道
地
連
が

全
国
税
本
部
を
通
じ
て
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
「
東
京

で
も
ほ
と
ん
ど
の
署
が
せ

い
ぜ
い
十
数
台
、
全
国
的

に
も
三
桁
は
聞
い
て
い
な

い
」
と
の
こ
と
。
署
で
は

「
１
２
０
台
は
や
り
過
ぎ
。

あ
ま
り
に
も
急
激
」
「
こ

れ
で
本
当
に
捌
き
き
れ
る

の
か
」
等
の
声
も
。

秀
、
。ｂ
極
め
て
良
好
、
ｂ
良

好
、
。ｃ
普
通
の
中
で
も
比
較

的
上
位
、
ｃ
普
通
、
ｄ
良
く

な
い
、
と
の
標
語
を
つ
け
、

「
総
合
に
判
断
し
て
勤
務
成

績
に
関
す
る
総
評
を
決
定
」

し
、
Ａ
・
。Ｂ
・
Ｂ
・
。Ｃ
・

Ｃ
又
は
Ｄ
の
標
語
と
総
合
的

所
見
を
記
入
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

勤
務
評
定
の
「
公
平
性
・

客
観
性
」
確
保
す
る
た
め
に

は
、
①
評
価
段
階
で
、
Ａ
評

制
徴
収
を
国
税
庁
に
委
託
す

る
動
き
に
反
対
す
る
」
中
央

執
行
委
員
会
の
声
明
の
一
部

を
掲
載
し
ま
す
。

◇
　
◇
　
◇
　
◇

掛
金
の
徴
収
か
ら
給
付
ま

で
一
連
の
管
理
・
運
営
が
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
体
制
こ

そ
制
度
の
安
定
・
継
続
、
国

民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
。

い
ま
従
事
し
て
い
る
公
務

社会保険庁の解体的｢改革｣と保険料強制
徴収を国税庁に委託することに反対する

……全国税労働組合中央執行委員会……
関
が
責
任
を
も
っ
て
行
う
こ

と
を
主
張
し
て
い
る
。

私
た
ち
全
国
税
労
働
組
合

中
央
執
行
委
員
会
は
、
全
厚

生
労
働
組
合
の
主
張
を
全
面

的
に
支
持
す
る
。
あ
わ
せ
て

非
効
率
と
本
来
業
務
の
停
滞

を
招
く
こ
と
に
な
る
保
険
料

強
制
徴
収
の
国
税
庁
委
託
方

式
を
採
用
し
な
い
こ
と
を
求

め
、
こ
こ
に
表
明
す
る
も
の

で
あ
る
。

価
５
％
、
Ｂ
評
価
20
％
と
枠

を
設
け
た
「
分
布
規
制
」
を

撤
廃
す
る
（
絶
対
評
価
）
、

②
評
定
結
果
を
人
事
決
定
の

唯
一
の
根
拠
に
し
な
い
、
③

評
定
結
果
の
書
面
に
よ
る
本

人
通
知
と
、
本
人
の
「
反
論

権
確
保
や
同
意
」
を
原
則
と

す
る
な
ど
抜
本
的
な
改
善
を

図
り
、
給
与
へ
の
連
動
を
狙

っ
た
一
方
的
な
勤
務
評
定
は

根
絶
す
べ
き
で
す
。

定
し
ま
し
た
。

こ
の
法
案
の
中

に
は
、
「
悪
質
な

滞
納
者
に
対
す
る

強
制
徴
収
の
国
税

庁
へ
の
委
任
」
が

盛
り
込
ま
れ
、
国

税
職
員
が
保
険
料

の
滞
納
処
分
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま

す
。こ

れ
は
、
決
し

て
看
過
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
問
題

で
あ
り
、
全
国
税

が
昨
年
12
月
に
発

表
し
た
「
社
会
保

険
庁
の
解
体
的
改

革
と
保
険
料
の
強

政
府
は
13
日
、
厚
生
労
働

省
の
外
局
で
あ
る
社
会
保
険

庁
を
解
体
し
、
新
た
な
「
非

公
務
員
型
」
の
公
法
人
「
日

本
年
金
機
構
」
を
設
置
す
る

こ
と
を
柱
と
し
た
社
会
保
険

庁
「
改
革
」
法
案
を
閣
議
決

員
を
追
い
出
し
、
民
間
委
託

や
国
税
庁
へ
の
委
託
で
実
務

を
処
理
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
運
営
や
処
理
の

非
効
率
を
招
く
と
と
も
に
、

国
税
庁
の
本
来
業
務
の
停
滞

を
招
く
こ
と
は
必
至
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は

社
会
保
障
制
度
に

対
す
る
国
民
の
不

安
や
不
満
の
増
加

を
招
き
、
さ
ら
な

る
未
納
層
の
広
が

り
す
ら
懸
念
さ
れ

る
。社

会
保
険
庁
職

員
を
組
織
す
る
全

厚
生
労
働
組
合

は
、
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
や
不
適
正
な

業
務
を
余
儀
な
く

さ
せ
た
国
の
責
任

を
明
ら
か
に
し
改

善
を
求
め
る
と
と

も
に
、
民
間
に
委

託
せ
ず
、
国
の
機

〈
解
答
〉
黒
１
の
下
が
り
か

ら
３
と
打
つ
の
が
好
手
段
。

白
４
に
黒
５
、
７
で
黒
生
き

で
す
。
黒
１
で
３
は
白
１
で

黒
死
。
ま
た
黒
３
で
５
は
白

３
で
失
敗
で
す
。

案
内
。
（
略
）
着
座
席
が

あ
っ
て
も
、
立
っ
て
記
載

さ
せ
る
施
策
は
、
サ
ー
ビ

ス
低
下
・
納
税
者
軽
視
の

そ
し
り
を
免
れ
な
い
。

二
人
で
ダ
ン
マ
リ

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

先
日
、
某
署
徴
収
部
門

で
滞
納
者
が
納
付
の
計
画

が
立
た
ず
に
ダ
ン
マ
リ
。

そ
れ
に
困
っ
た
若
手
徴
収

職
員
も
、
ど
う
し
て
よ
い

か
分
か
ら
ず
ダ
ン
マ
リ
。

お
よ
そ
数
十
分
も
続
い
た

と
か
。
消
費
税
の
免
税
点

引
下
げ
以
降
、
所
得
税
は

払
え
て
も
消
費
税
は
払
え

な
い
滞
納
者
が
増
え
て
い

ま
す
。
消
費
税
が
転
嫁
で

き
な
い
、
「
消
費
税
分
ま

け
と
け
」
と
値
切
ら
れ
る
。

そ
ん
な
滞
納
者
が
納
得
で

き
る
説
明
は
？
　

転
嫁
出
来
よ
う
が
出
来

ま
い
が
課
せ
ら
れ
、
強
い

者
に
は
軽
く
て
も
弱
い
者

に
は
重
い
弱
肉
強
食
が
消

費
税
。
そ
れ
が
気
に
入
ら

な
け
れ
ば
選
挙
で
考
え
て

「
差
別
の
臭
い
も
し
な
い
」

と
い
う
長
官
の
発
言
は
、
組

合
員
だ
け
で
は
な
く
職
場
の

反
感
を
買
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
国
税
当
局
の
姿
勢

の
変
化
で
労
働
慣
行
が
次
々

嘘
は
い
け
ま
せ
ん
、
長
官

し
い
関
係
を
職
員
に
強
要

し
た
の
で
す
。

歴
代
の
長
官
や
局
長
に

は
労
務
の
経
験
の
あ
る
方

が
か
な
り
お
ら
れ
ま
す
。

直
接
手
を
下
し
た
の
で
す
。

「
証
拠
が
な
け
れ
ば
言
い
逃

れ
ら
れ
る
」
と
い
う
対
応

は
最
悪
だ
、
と
い
う
こ
と

は
危
機
管
理
を
重
視
す
る

当
局
に
と
っ
て
、
容
易
に

理
解
で
き
る
は
ず
で
す
。

ト
ッ
プ
に
立
と
う
と
い

う
人
が
、
組
合
差
別
に
気

づ
か
な
い
と
い
う
こ
と
は

あ
り
え
な
い
し
、
過
去
に

関
心
が
な
く
て
ト
ッ
プ
に

登
り
つ
め
る
こ
と
は
不
可

能
で
し
ょ
う
。

（
つ
づ
く
）

せ
ん
。
長
官
が
否
定
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
白
々
し
く
聞
こ

え
る
こ
と
は
お
分
か
り
で
し

ょ
う
。

差
別
は
給
与
や
ポ
ス
ト
昇

任
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
宿
舎
の
貸
与
、
職
場

の
飲
み
会
や
冠
婚
葬
祭
で
も

排
除
す
る
と
い
う
こ
と
が
行

な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
昔
の

「
村
八
分
」
は
火
事
と
葬
式

の
付
き
合
い
は
許
さ
れ
た
そ

う
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
厳

た
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
が
「
法
律

の
厳
格
な
運
用
」
を
言
う
な

ら
、
組
合
問
題
に
は
口
を
つ

ぐ
む
対
応
は
、
あ
ま
り
に
バ

ラ
ン
ス
を
失
し
て
い
ま
す
。

組
合
差
別
は
不
当
な
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
違
法
な
の

で
す
。
法
律
違
反
を
承
知
で

始
め
た
組
合
弾
圧
で
し
た
。

40
余
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
て

も
、
忘
れ
る
は
ず
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
今

に
剥
奪
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

出
勤
猶
予
時
間
・
自
由
レ
ク

の
廃
止
、
人
事
院
レ
ク
時
間

内
実
施
の
抑
制
、
48
研
修
の

実
務
研
修
化
な
ど
な
ど
。
ま

た
、
書
類
や
デ
ー
タ
紛
失
等

に
対
す
る
処
分
も
厳
し
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通

違
反
で
は
懲
戒
免
職
が
続
い

て
い
ま
す
。
「
職
場
が
ギ
ス

ギ
ス
し
て
き
た
」
と
い
う
声

を
よ
く
聞
き
ま
す
。
「
国
税

一
家
」
は
も
う
死
語
に
な
っ

日
ま
で
差
別

は
続
い
て
い

る
の
で
す
。

国
税
庁
の

ト
ッ
プ
自
ら

が
嘘
を
言
っ

て
は
な
り
ま

拝
啓
　
　
福
田
長
官
殿

２

全
国
税
委
員
長

岡
田
　
俊
明

「
勤
務
実
績
の
給
与
へ
の

反
映
強
化
」
が
い
よ
い
よ
本

格
実
施
の
段
階
に
入
り
ま

す
。す

で
に
今
年
１
月
か
ら
査

定
昇
給
が
導
入
さ
れ
、
今
後

評
価
制
度
第
２
次
試
行
の
段

階
で
使
わ
れ
て
い
る
「
人
事

評
価
シ
ー
ト
」
が
上
図
で
す
。

国
税
の
職
場
で
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
、
右
図
「
勤
務

記
録
書
」
に
基
づ
き
、
４
月

５
日
に
第
１
次
評
定
が
行
わ

れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
①
人
物
、
能

力
、
適
正
を
評
定
、
②
勤
務

実
績
に
つ
い
て
「
責
任
感
、

知
識
、
判
断
、
企
画
、
仕
事

の
処
理
」
に
つ
い
て
、
ａ
優

は
勤
勉
手
当
、
そ
し
て
昇
格

の
運
用
で
実
施
。

総
務
省
と
人
事
院
は
「
新

た
な
人
事
評
価
制
度
を
構
築

す
る
」
と
し
て
、
昨
年
１
月

か
ら
「
評
価
の
試
行
」
を
繰

り
返
し
、
①
第
１

次
試
行
は
、
本
府

省
の
課
長
と
課
長

補
佐
約
２
５
０
０

人
を
対
象
に
実

施
、
②
第
２
次
試

行
は
、
こ
と
し
１

月
か
ら
半
年
間
、

本
府
省
全
体
を
カ

バ
ー
す
る
、
③
07

年
中
に
は
地
方
出

先
機
関
や
専
門
職

種
に
つ
い
て
試
行

に
入
る
と
し
て
い

ま
す
。


